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県南東部に位置し、総面積２０９．４３k㎡で市の東部には吉井川が流れている。
赤磐市役所から県庁所在地の岡山市役所までは、約１７kmの距離
市の中央部から南部の平野には、砂川を軸として市街地と田園地帯が広がる。
北部・東部にかけて広がる山地・丘陵地は、里山が点在する緑豊かな地域

位置・地勢
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位置・地勢

出典：赤磐市企業立地パンフレット「晴れの国おかやま桃の郷あかいわ」
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出典：赤磐市企業立地パンフレット「晴れの国おかやま桃の郷あかいわ」

位置・地勢
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自然・気候
瀬戸内式気候に属する。
快晴日数の多さや日照時間の長さなど、温暖な気候と多様で身近な自然環境に恵まれた地域
赤磐市の自然は農林業など生産活動の場であるとともに、水源かん養などの公益的機能を有している。

出典：赤磐市企業立地パンフレット「晴れの国おかやま桃の郷あかいわ」 5



自然・気候

気象庁資料 平成25年1月～12月
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歴史・文化・観光資源

① 備前四耳大壺 国指定 ⑪ 百間の石樋 県指定
② 両宮山古墳 国指定 ⑫ 松尾神社本殿 市指定
③ 備前国分寺跡 国指定 ⑬ 宗形神社本殿 市指定
④ 熊山遺跡 国指定 ⑭ 石造七重層塔 市指定
⑤ 田原用水水路橋 県指定 ⑮ 石造九重層塔 市指定
⑥ 石造方柱碑 県指定 ⑯ 北浦の板碑 市指定
⑦ 石造十三重層塔 県指定 ⑰ 千光寺宝篋印塔 市指定

⑧ 紺紙金泥法華経 県指定 ⑱ 奥吉原の宝篋印塔 市指定
⑨ 小枝2号墳出土装飾付陶棺 県指定 ⑲ 北浦の宝篋印塔 市指定

⑩ 南方前池遺跡 県指定 ⑳ 熊山の宝篋印塔 市指定

国指定文化財件数 ４件
県指定文化財件数 ９件
市指定文化財件数 ５７件
国登録有形文化財件数 １件

計 ７１件

赤磐市作成資料 7



日本の総人口の長期的推移

人口・世帯
日本の総人口は平成１７年に戦後はじめてマイナスに転じ、人口減少局面に入ったとされる。
今後１００年間で１００年前（明治時代後半）の水準に戻っていくことが予想されている。
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日本の総人口の推移（年齢３区分別）

人口・世帯
日本の総人口は、２０５０年には９，５１５万人となり、約２５．５％（約３，３００万人）減少
高齢化率は、２０２５年には約３０％、２０５０年には約４０％に上昇する見込み。

今後も日本の少子化傾向は続くと見られており、総人口における若年層の人口割合の減少は避け
て通れない状況にある。
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高齢人口・高齢化率の推移

人口・世帯 日本の高齢人口は、東京圏における増加が顕著だが、高齢化率をみると、地方圏が都市圏を一貫
して上回って推移する。
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世帯類型の推移

人口・世帯 これまで主流であった「夫婦と子」からなる世帯は、２０５０年には少数派となり、単独世帯が約４割
を占め主流となる。
２０５０年の単独世帯のうち、高齢者単独世帯の割合が５割を超える。
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人口・世帯（岡山県）
日本の合計特殊出生率は、依然低水準で推移している。
岡山県の合計特殊出生率は、全国平均を上回るものの、中国地方では一番低い。
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人口・世帯（岡山県） 東京大学客員教授 増田寛也氏による、「地方から大都市圏への人口移動が収束しないケースに
おける２０４０年時点での県内消滅可能性自治体
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人口・世帯（赤磐市）

地域別人口 S60年 H2年 H7年 H12年 H17年 H22年

山陽地域 21,129 22,034 23,986 24,604 24,989 24,478

年少(15歳未満)人口割合 28.2% 22.4% 18.7% 16.6% 15.3% 14.5%

生産年齢(15～64歳)人口割合 62.2% 66.0% 67.5% 67.2% 64.7% 60.8%

老年(65歳以上)人口割合 9.6% 11.6% 13.8% 16.2% 20.0% 24.7%

赤坂地域 5,571 5,513 5,482 5,246 4,896 4,527

年少(15歳未満)人口割合 19.9% 17.6% 14.8% 13.4% 12.6% 11.6%

生産年齢(15～64歳)人口割合 62.3% 62.2% 62.2% 60.8% 59.4% 56.4%

老年(65歳以上)人口割合 17.8% 20.2% 23.0% 25.8% 28.0% 32.1%

熊山地域 6,888 7,249 7,677 8,477 9,028 9,850

年少(15歳未満)人口割合 21.2% 19.9% 17.5% 16.7% 15.6% 16.1%

生産年齢(15～64歳)人口割合 63.1% 62.9% 62.4% 61.1% 61.4% 60.5%

老年(65歳以上)人口割合 15.8% 17.2% 20.1% 22.2% 23.0% 23.4%

吉井地域 6,417 6,220 5,866 5,486 5,000 4,603

年少(15歳未満)人口割合 17.5% 16.4% 14.6% 12.8% 10.8% 9.6%

生産年齢(15～64歳)人口割合 61.3% 59.4% 55.8% 54.3% 53.4% 53.5%

老年(65歳以上)人口割合 21.2% 24.2% 29.6% 32.9% 35.8% 36.9%

合計 40,005 41,016 43,011 43,813 43,913 43,458

年少(15歳未満)人口合計 9,653 8,368 7,485 6,892 6,383 6,091

生産年齢(15～64歳)人口合計 24,879 26,227 27,680 27,897 27,290 25,842

老年(65歳以上)人口合計 5,469 6,411 7,846 9,023 10,224 11,489

赤磐市の人口推移

赤磐市の人口も平成１８年以降は減少傾向が続いている。

拠点的役割を担う市役所所在地域の人口減少が確認できる。熊山地域（桜が丘団地）では人口増
加が確認できる。
１５歳未満の年少人口が減少している一方、６５歳以上の老年人口は増加傾向にある。

１世帯当たりの世帯員数が減少している。今後は、こうした核家族化のさらなる進行により高齢者の
みの世帯数の増加が予想される。
赤磐市全体の高齢化率は平成２２年時点で２９．３％であり、今後も上昇傾向は続く見込み。
今後はさらに、後期高齢者人口が前期高齢者人口を上回り、その構成比を高めていく見込み。
過疎地域に指定されている吉井地域では、他の地域より早く少子高齢化が進行している。

国勢調査 14



地域 S60年 H2年 H7年 H12年 H17年 H22年

山陽地域 5,806 6,241 7,289 7,902 8,472 8,667

赤坂地域 1,495 1,512 1,599 1,591 1,587 1,539

熊山地域 1,685 1,838 2,114 2,529 2,882 3,352

吉井地域 1,868 1,859 1,869 1,849 1,808 1,716

総世帯数 10,854 11,450 12,871 13,871 14,749 15,274

１世帯当たりの世帯員数 3.69 3.58 3.34 3.15 2.98 2.85

赤磐市の世帯数推移

年間の人口動態及びその理由 （単位：人）

年 次
市 町

10月１日現在人口
１年間の人口動態

自 然 社 会 外国人 人 口

総 数 男 女 動 態 動 態 増減数 増減数

平成１２年 43,813 20,815 22,998 ▲ 89 339 ▲ 1 249

平成１３年 43,896 20,893 23,003 ▲ 86 176 ▲ 7 83

平成１４年 44,060 20,982 23,078 ▲ 45 207 2 164

平成１５年 44,166 20,996 23,170 ▲ 125 248 ▲ 17 106

平成１６年 44,282 21,027 23,255 ▲ 78 185 9 116

平成１７年 43,913 20,787 23,126 ▲ 100 74 9 ▲ 17

平成１８年 43,840 20,751 23,089 ▲ 106 ▲ 20 53 ▲ 73

平成１９年 43,743 20,696 23,047 ▲ 145 35 13 ▲ 97

平成２０年 43,615 20,658 22,957 ▲ 162 18 16 ▲ 128

平成２１年 43,455 20,565 22,890 ▲ 204 55 ▲ 11 ▲ 160

平成２２年 43,458 20,606 22,852 ▲ 177 124 ▲ 10 ▲ 63

平成２３年 43,327 20,556 22,771 ▲ 205 65 9 131

平成２４年 43,291 20,540 22,751 ▲ 144 109 ▲ 1 ▲ 36

平成２５年 43,259 20,547 22,712 ▲ 176 144 28 ▲ 32

10月１日現在の人口は、平成12年、平成17年及び平成22年は、国勢調査の人口
平成13年～平成16年は、平成12年の、平成18年は、平成17年の国勢調査結果の人口にその後の人口移動を加減して集計したもの。
人口動態については、10月1日から9月30日までの住民基本台帳の出生・死亡・転入・転出の数及び外国人登録人員の数の増減

人口・世帯（赤磐市）

国勢調査
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都市計画

岡山県「都市計画区域マスタープラン（県南広域都市計画）」 16



都市計画
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地域交通（道路）

出典：赤磐市企業立地パンフレット「晴れの国おかやま桃の郷あかいわ」 18



地域交通
市外から
市内に
通勤・通学
（流入）

地域 通勤（人） 通学（人）

岡山市北区 ８３２ １０３

岡山市中区 ７３１ ３７

岡山市南区 １７２ １９

岡山市東区 １，４４９ １６

倉敷市 ０ ６４

備前市 ３４３ ０

瀬戸内市 ２３４ ０

美作市 ２１９ ０

和気町 ５４６ ０

計 ４，５２６ ２３９

市内から
市外に
通勤・通学
（流出）

地域 通勤（人） 通学（人）

岡山市北区 ３，８２３ ６１４

岡山市中区 １，１２６ ２３８

岡山市南区 ５８７ ０

岡山市東区 ２，２０６ ３９２

倉敷市 ２４０ ６８

津山市 ０ ２１

備前市 ７７２ ０

瀬戸内市 ４９９ ０

美作市 ０ ２１

和気町 ７１４ １５８

他県 ０ ４８

計 ９，５１８ ４０３

市内間での
通勤・通学

通勤（人） 通学（人）

９，５１８ ４０３

合計 ２４，０１１ ２，２０２

出典：赤磐市地域交通総合連携計画 19



20
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地域交通（公共交通）
民間交通事業者 路線 日運行便数

ＪＲ山陽本線熊山駅 朝夕１～４本／1時間、昼２本／1時間

美作線（町苅田・林野駅方面） 平日１２．０往復、土日祝１０．５往復

美作線（ネオポリス方面） 平日３４．５往復、土日祝３２．０往復

国道２・２５０号線（瀬戸駅・ネオ
ポリス方面）

平日２８．５往復（うち赤磐市発着１２．５往復）
土日祝２５．０往復（うち赤磐市発着１０．５往復）

山陽団地循環線 平日９．０循環、土日祝６．０循環

赤磐循環線 平・土５．０循環

備前片鉄バス 平日５．０往復、土２．０往復

赤磐市民バス 路線 日運行便数

山陽・赤坂（西山・高陽南線） 月・木３．０循環

山陽・赤坂（高陽北西・高月線） 火・金３．０循環

赤坂（笹岡線、北佐古田線） 火・金１．０往復

熊山（可真・桜が丘東線、小野田線、豊田・熊山線） 月～土６．０循環

熊山（石蓮寺線） 月・木２．０循環

吉井（是里線、中山線） 月・木１．０往復

吉井（滝山線、河原屋線） 火・金１．０往復

吉井（西勢実線） 火・水・金１．０往復

吉井（中勢実線） 火・金１．０往復

吉井（暮田・平山線） 月・木１．０往復

運行本数の目安
・６０便／日＝１時間当たりおおよそ４便（１５分間隔）
・３０～５９便／日＝１時間当たりおおよそ２～４便運行
・３０便／日未満＝１時間当たりおおよそ１～２便運行

出典：赤磐市地域交通総合連携計画 21



公共交通による人口カバーの状況（バス停、フリー乗降区間から４００ｍを利用圏生きとした
場合）

山陽 赤坂 熊山 吉井 計

利用圏域内人口 ２４，０７０ ３，６６３ ９，９２０ ３，９４０ ４１，５９４

利用圏域外人口 １，２８６ ９４１ ３１４ ８１３ ３，３５３

総人口 ２５，３５６ ４，６０４ １０，２３４ ４，７５３ ４４，９４６

カバー率 ９４．９％ ７９．６％ ９６．９％ ８２．９％ ９２．５％ 出典：赤磐市地域交通総合連携計画

※路線やバス停の状況はＨ２４．９．１現在のもの

※人口分布は住民基本台帳に基づく人口を５０ｍメッ
シュに振り分けたもの
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産業
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産業
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産業（農業） 白桃、マスカット、雄町米や黄にらなど、豊かな自然を活用して全国的にも名を知られたブランド力
の高い農産物の生産が行われている。

岡山県農林水産業パンフレット「おかやまの農林水産業元気じゃ農！（平成２６年１月）」から

区分 単位 岡山県
全国
順位

全国
シェア

全国上位３位 県内上位３位

水稲
ha

(t)

３２，７００
(172,300)

１９
(18)

２．１
(2.0)

1 新潟 117,500

2 北海道 112,000

3 秋田 91,100

1 岡山市 8,510

2 津山市 2,860

3 倉敷市 2,760

朝日
ha

(t)

３，６００
(19,000)

１
―

１００
―

1 岡山市 1,576

2 倉敷市 726

3 赤磐市 272

雄町（酒米）
ha

(t)

３７０
(1,444)

１
―

―

(93.9)

1 岡山 370 1 岡山市 255

2 赤磐市 100
3 瀬戸内市 10

ぶどう
ha

(t)

１，２２０
(16,700)

４
(4)

６．６
(8.2)

1 山梨 4,210

2 長野 2,430

3 山形 1,700

1 岡山市 300

2 倉敷市 23

3 高梁市 126

マスカット・
オブ・アレキ
サンドリア

ha

(t)

７６
(750)

１
(1)

９６．２
(94.9)

1 岡山 87

2 香川 2

1 岡山市 46

2 倉敷市 23

3 赤磐市 3

もも
ha

(t)

６８０
(8,080)

５
(5)

６．４
(6.0)

1 山梨 3,510

2 福島 1,780

3 長野 1,170

1 倉敷市 175

2 岡山市 148

3 赤磐市 101

清水白桃
ha

(t)

２４６
(2,923)

１
(1)

６４．６
(70.6)

1  岡山 250

2  和歌山 94

3  大阪 13

1 岡山市 80

2 倉敷市 55

3 赤磐市 29

黄にら
ha

(t)

１７
(117)

１
(1)

1 岡山 17

2 栃木 7

1 岡山市 11

2 赤磐市 6
3 美咲町 1

26



産業（農業）
農家数、経営耕地面積ともに減少傾向
市北部では特に耕作放棄地の割合が高い。
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市町村 計

法人

非法人
小計

農事組合
法人

会社

その他
株式会社

合名・合資・合同
会社

計 237 45 43 2 - - 192 

岡山市 14 2 2 - - - 12 

津山市 25 6 5 1 - - 19 

玉野市 3 1 1 - - - 2 

総社市 14 3 3 - - - 11 

高梁市 18 - - - - - 18 

新見市 21 3 2 1 - - 18 

備前市 8 - - - - - 8 

赤磐市 3 - - - - - 3 

真庭市 43 5 5 - - - 38 

美作市 13 2 2 - - - 11 

和気町 5 - - - - - 5 

矢掛町 8 4 4 - - - 4 

鏡野町 9 4 4 - - - 5 

勝央町 4 - - - - - 4 

奈義町 7 7 7 - - - -

西粟倉村 3 - - - - - 3 

久米南町 3 1 1 - - - 2 

美咲町 8 1 1 - - - 7 

吉備中央町 23 4 4 - - - 19 

上記以外 5 2 2 - - - 3 

組織形態別集落営農数

全国農業地域
・

都道府県
計

法人

非法人
小計

農事組合
法人

会社
その他

株式会社
合名・合資・
合同会社

全 国 14,717 3,255 2,808 424 16 7 11,462 

中 国 1,981 682 645 32 5 - 1,299 

鳥 取 266 54 53 1 - - 212 

島 根 486 159 153 5 1 - 327 

岡 山 237 45 43 2 - - 192 

広 島 666 238 214 21 3 - 428 

山 口 326 186 182 3 1 - 140 

平成２６年集落営農実態調査報告書

産業（農業）
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産業（工業）

出典：赤磐市企業立地パンフレット「晴れの国おかやま桃の郷あかいわ」 29



産業（工業）

出典：赤磐市企業立地パンフレット「晴れの国おかやま桃の郷あかいわ」 30


